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大阪市立昭和中学校

《ICT の活用》

授業の場所 □普通教室 ☑特別教室 □体育館 □運動場 □その他（ ）

授業形態 □講義形式 □一斉学習 ☑グループ学習 □個別学習

ICT 活 用 の 場 面 □導 入 ☑展 開 □まとめ

I C T 活 用 者 ☑指導者 ☑児童・生徒 □その他（ ）

ICT 活 用 の 目 的 ☑資料の提示(指導者)  ☑資料の提示(学習者)  ☑自分の考えをまとめる

☑グループの考えをまとめる ☑他者との考えの比較・交流

□学習内容を調べる ☑自分の考えを表現する □学習の振り返り

☑記録(写真・動画等) □プレゼンテーション等の作成

活 用 機 器
☑電子黒板 ☑指導者用タブレット端末(win・iPad)

☑児童・生徒用(win・iPad) □その他（ Apple TV ）

活 用 コ ン テ ン ツ
○カメラ機能

○SKYMENU

ICT 活用のポイント

○実験の結果を発表することを念頭に画像で記録する。

○結果の画像をもとに、見出した規則性を発表する。

○結果の画像をもとに、さらに定量的にとらえる。

１ 学年・組 １ 年 １ 組

２ 単 元 名 光・音・力による現象（第１章 光による現象）

３ 目 標 身近な事物・現象についての観察・実験を通して、光や音の規則性、力の性質につい

て理解させるとともに、これらの事物・現象を日常生活や社会と関連付けて科学的にみ

る見方や考え方を養う。

○ 光の反射や屈折の規則性を見出す。

○ 凸レンズによる像のできたについて、物体の位置と像の位置や大きさの関係を見出す。

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な考え方 実験の技能 知識・理解

・虹や太く見えるストロ

ー、万華鏡などものの

見え方に関心を持つ。

・光が鏡で反射するとき

の規則性を意欲的に

調べようとする。

・水やガラスを通してみ

たときの変化に興味

を持ち、調べようとす

・実験の結果より、入射

角と反射角の関係を

科学的に考察する。

・実験の結果より、入射

角と屈折角の関係を

科学的に考察する。

・実験の結果より、凸レ

ンズによる実像・虚像

についての規則性を

・光源装置、鏡を使い入

射角と反射角の測定

ができる。

・空気と水やガラスの境

界面で光が屈折する

角度を測定すること

ができる。

・凸レンズによってでき

る像を調べる実験の

・光の反射の規則性を理

解し知識を身につけて

いる。

・光の屈折の規則性を理

解し知識を身につけて

いる。

・反射や屈折による物体

の見え方について理解

し知識を身につけてい

第１学年 理科 学習指導案
授業者 奥上 圭三



る。

・凸レンズによる像に興

味を持ち調べる。

科学的に考察する。 基本操作ができ、像の

位置大きさの変化を

記録できる。

る。

・凸レンズによる像ので

き方について理解し、知

識を身につけている。

５ 指導計画（全９時間）

時 主 な 指 導 内 容 ICT 機器

１

単元導入として、虹や屈折によって太く

見えるストロー、万華鏡など光によって生

じる現象に興味を持たせる。

デジタル教科書の資料などを電子黒板で提示。

２

～

３

光の反射の実験を行い、反射の規則性につ

いて理解させる。

iPad で実験結果を記録、考察しスカイメニューで

発表。

デジタル教科書の資料提示により要点の整理。

4

～

6

光の屈折の実験を行い、屈折の規則性につい

て理解させる。

iPad で実験結果を記録、考察しスカイメニューで

発表。

デジタル教科書の資料提示により要点の整理。

7

～

9

凸レンズによる像のでき方を調べる実験を

行い、物体から像への光の進み方を理解させ

る。

iPad で実験結果を記録、考察しスカイメニューで

発表。

デジタル教科書の資料提示により要点の整理。

６ 本時の学習

(1) 目 標

○いろいろな向きに鏡に光を当て、その時に反射する光を調べる実験を行い、入射光と反射光の

間の規則性があることに気づき、その規則性を定量的に調べ証明する。

(2) 展 開

主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点

導

入

○ LED（レーザーポインタ）か

ら出た光がどのように進んでい

るのかを考える。

○ 水槽に煙を入れ、その中を通る

光の道筋が見えることを知る。

・iPad のカメラで映し

見えやすくする。

【関心・意欲・態度】

光の道すじが見え

ることに関心を持

ち、実験により調べ

る意欲がもてた。

展

開

○ 実験の説明を聞く。

・水槽の中に煙を入れ、任意の向き

に鏡を置く。

・LED の光を任意の向から鏡に当

て、その時の反射光の向きを調べ

る。

・鏡の向きや、光の向きをいろいろ

変化させ、規則性を見い出す。

・見出した規則性を説明しやすいよ

うに、iPad で画像を記録する。

○ 実験を行う。 ・鏡面との角度が等しく

なっていることがわ

かりやすいような向

きから iPad のカメラ

各班 1 台

iPad

スカイメニ

【実験の技能】

実験の目的を理解

できた。

実験の操作、器具の

取り扱いなどを理

解し、正しく行え

た。

【科学的思考】

実験の結果より、光

の反射についての

規則性を見出すこ



○ 班ごとに iPad の画像を電子黒

板に映しながら、気づいた規則

性を説明する。

○ 規則性をはっきり証明するに

は、どんなことを調べればよい

か考える。

・光線と鏡面の間の角度を調べるこ

とに気づく。

○ iPad の画像をもとに、分度器

で角度を測る。

で記録し、グループフ

ォルダーに保存する。

・各班の結果を３パター

ンほど電子黒板で提

示する。

・グループフォルダーを

開いて、他の班の記録

を閲覧してみる。

・iPad の画面に分度器

を当て角度を測る。

ュー

電子黒板

AppleTV

iPad

スカイメニ

ュー

iPad

スカイメニ

ュー

とができた。

規則性を説明する

のに適した画像を

記録できた。

画像の記録をもと

に見出した規則性

を説明できた。

規則性をさらに定

量的にとらえるよ

う発展した考察が

できた。

【実験の技能】

画像の記録から入

射光と反射光の角

度を測れた。

ま

と

め

○ iPad の画像に角度が等しくな

っている関係をマーキングし

保存する。

○ ワークシートに結果とまとめ

を記入する。

・グループフォルダーに

保存。プリントして

次時に配布。

iPad

スカイメニ

ュー

【科学的思考】

【知識・理解】

実験の結果から

入射角＝反射角の

関係を理解できた。





大阪市立昭和中学校

《ICTの活用》

授業の場所 □普通教室 ■特別教室 □体育館 □運動場 □その他（ ）

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習

ICT活 用 の 場 面 □導 入 ■展 開 □まとめ

I C T 活 用 者 ■指導者 ■児童・生徒 □その他（ ）

I C T活 用 の 目 的 ■資料の提示(指導者) □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる

□グループの考えをまとめる □他者との考えの比較・交流

□学習内容を調べる □自分の考えを表現する □学習の振り返り

□記録(写真・動画等) □プレゼンテーション等の作成

活 用 機 器 ■電子黒板 ■指導者用タブレット端末(win・iPad)

■児童・生徒用(win・iPad) □その他（ ）

活 用 コ ン テ ン ツ ○指導者が制作したコンピュータ組立て動画

ICT活用のポイント ○電子黒板やiPadの見本動画を見ながら、パソコンを組み立てる。必要に応じ

て静止、あるいはプレイバックをすることにより、組立て方を理解し、正し

く、あるいは効率よく作業をすることができる。

１ 学年・組 第２学年 １組

２ 単 元 名 コンピュータと情報処理

３ 目 標

○コンピュータの構成、基本的な情報処理の仕組みやデジタルについて理解を深める。

４ 単元の評価規準

生活や技術への 生活を工夫し創造 生活の技能 生活や技術について

関心・意欲・態度 する能力 の知識・理解

・工具やその使い方につ ・使用目的や使用条件に ・目的や条件に応じて、 ・コンピュータにおける

いて関心を持っている。 応じて、ハードウェアや 情報手段を適切に選択 基本的な情報処理の仕組

・情報に関する技術につ ソフトウェアを工夫して し、活用できる。 みやその利用の仕方につ

いて関心を持ち、適切に 活用できる。 いて身につけている。

活用しようとする。

第２学年 技術科 学習指導案
授業者 杉村 浩司



５ 指導計画（全12時間）

時 主 な 指 導 内 容 ICT機器

１ ハードウェアとソフトウェアについて 電子黒板、ノートPC

２ OSと応用ソフトウェアについて 電子黒板、ノートPC

３ デジタルと２進数について 電子黒板、DVDプレーヤー

４ キーボード、マウス、モニターの接続とパソ 電子黒板、DVDプレーヤー

コンの分解

５ パソコンの組み立て<本時） 電子黒板、DVDプレーヤー、iPad

６ ハードウェアの各部（CPU、HDD、メモリなど）電子黒板、ノートPC

の働きについて

７ プログラム言語とまとめ 電子黒板、ノートPC

６ 本時の学習

(1) 目 標

○パソコンを分解し、分解したパソコンを再び組み立て、コンピュータの各部の働きを知る

ことにより、それらの各部がどのようにつながっているかを理解させる。

(2) 展 開

主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点

○パソコン本体の部品を班に１つ置 ・グループごとに見本動画・電子黒板 【関心・意欲・態度】

いておく。[本体ケース、CPU（フ が再生できるように事 ・iPad各班１・ドライバーやねじに

導 ァン付き）、マザーボード、HDD、 前にiPadに保存してお 台 ついて関心を持ち、

光学ディスク、メモリー、SATAケ く。 正しい使い方を習

入 ーブルねじ（ケース入り）] 得しようとする。

○ねじの種類を理解しておく。 ・ハードウェアに関し

て理解しようとし

ている。

○以下の作業を順次行ってゆく。 ・電子黒板に前もってDVD ・電子黒板 【工夫・創造】

①部品があるかどうか確認する に収録した指導者によ ・DVDプレー ・班で分担を明確に

②ケースを横にして開く。 る見本動画を各作業ご ヤー し、各自が進んで効

展 ③マザーボードにCPUを取り付ける。 とに繰り返し映す。 率よく作業を行っ

④CPUにファンを取り付ける。 ・それぞれの作業を収録し ている。

⑤メモリーを取り付ける。 た見本動画をiPadに収 【技能】

⑥マザーボードにスペーサーを１ヶ 録し、各テーブルに1台 ・パソコンの組立て・

所つける ずつ用意する。 調整や点検ができ

⑦マザーボードをケースに取り付け ・分からないところがあれ る。

る。 ば、iPadを操作して、動

（ねじの種類を間違えないように） 画を止めたり。プレイバ

⑧マザーボードに電源を取り付け ックさせる。

る。 ・作業の合間に、ワークシ

⑨HDD、光学ドライブを取り付ける。 ートを書かせる。

⑩ドライブに電源を取り付ける。

⑪ドライブにケーブルを取り付け

る。



⑫USBケーブルを取り付ける。 ・キーボード、マウス、モ 【工夫・創造】

⑬ケースを立てて、キーボード、マ ニター、電源ケーブル、 ・動作しなければ、そ

ウス、モニターを接続する。（ふた モニターケーブルは別 の原因を突き止め、

は必ずあけておく） に用意をしておく。 正しく動作させる

開 ⑭電源を入れる。（BIOSの状態によっ ・動作が不良のところがあ ことができる。

てはF1キーを押す。） れば、助言をし、そのつ

○それぞれの部品の製造国を調べさ ど作業を繰り返し行わ

せる。 せる。

○ワークシートをまとめる。

○それぞれの部品がうまく働くよう ・ 【知識・理解】

に各部分がつながっていることを ・組立に必要な工具や

ま 知る。 ねじについての知

○各部分が、入力・演算処理・記 識を身につけてい

憶・出力のはたらきになっている る。

と ことを理解する。 ・コンピュータにおけ

○それぞれの部品が多くの国から輸 る部品の役割や基

入されていることを理解する。 本的な情報処理の

め ○パソコン本体からディスプレイ、 しくみを身につけ

マウス、キーボードのケーブルを ている。

抜き、それぞれの片付け方を理解

する。









大阪市立昭和中学校

《ICT の活用》

授業の場所 □普通教室 ☑特別教室 □体育館 □運動場 □その他（ ）

授業形態 □講義形式 ☑一斉学習 ☑グループ学習 ☑個別学習

ICT 活 用 の 場 面 ☑導 入 ☑展 開 □まとめ

I C T 活 用 者 ☑指導者 ☑児童・生徒 □その他（ ）

ICT 活 用 の 目 的 ☑資料の提示(指導者) ☑資料の提示(学習者) ☑自分の考えをまとめる

□グループの考えをまとめる ☑他者との考えの比較・交流

□学習内容を調べる ☑自分の考えを表現する ☑学習の振り返り

☑記録(写真・動画等) □プレゼンテーション等の作成

活 用 機 器
☑電子黒板 ☑指導者用タブレット端末(win・iPad)

☑児童・生徒用(win・iPad)  ☑その他（AppleTV）

活 用 コ ン テ ン ツ
○ カメラ機能

○ SKYMENU （マーキング機能）

ICT 活用のポイント

○ 自分の撮影した写真を使って透視図にする

○ 写真と透視図をクラスで共有し確認する

○ 写真を元に様々な発想をする

１ 学年・組 ３年 ２組

２ 単 元 名 遠近感を表現する「透視図法で校舎を描く」

３ 目 標

○ 遠近感を表現する方法はいくつかあるが、その中でも透視図法は自然に目に写る景色と、ほぼ同じ

ように平面に形づくることができる方法であることを知る。作画方法を正しく理解し作品制作に活かし、

たのしいものに作り上げたい。

また、名画といわれる作品に数多く、この方法が取り入れられていることを紹介し、より興味を持っ

て鑑賞する心を育てる。

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

実際のものが目に写る

ものと、奥行きのない平

面に表した時の不思議

に興味を持ち、主体的に

見方や、理解を深めよう

とする。

主題を基に想像力を働

かせ適切な構図をコン

ピュータの機能を活か

し作品制作に工夫や美

しさ、おもしろさを表現

する構想を練っている。

基本の作画方法を身に

つけた上で、感性を働か

せ自分の表現したいも

のに合った表現方法を

工夫し創造的に表現し

ている。

平面上に正確にかつ、不

思議に遠近感を表現す

ることができたのかを

発表することで自己分

析し、また相互鑑賞し

て、お互いの良さを発見

し感動を与えられてい

る。

第３学年 美術科 学習指導案
授業者 前川 愛子



５ 指導計画（全 ７ 時間）

時 主 な 指 導 内 容 ICT 機器

１ 遠近法、特に透視図法について指導する

２

iPad で校舎内外の写真を撮影させた後、授

業者より提示した写真によってiPadの操作

を確認させる。

iPad

電子黒板

AppleTV

３
撮影したものを発表し、投影図法の確認を行

い、作品へと発展させる。（本時）

iPad

電子黒板、AppleTV

４
写真を見て、絵におきかえさせる（下絵）。 iPad

電子黒板、AppleTV

５ 点描画として仕上げさせる。

６ ５時の続きをさせる。

７
作品をスクリーンに映し相互鑑賞させる。 iPad

電子黒板、AppleTV

６ 本時の学習

(1) 目 標

○ 前時で写した写真を全員で見て透視図法のポイントを見つけ、確認する。

○ 自分の写真について、透視図とした説明ができる。

また、他の人の写真に興味を持ち、意見を交換することで違った見方を発見する。

○ 写真をもとに様々な発想を持って作品制作にとりかかる。

(2) 展 開

主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点

導

入

・ 写真をもとに絵を描くことを

説明。

● iPad を準備し、各自必要な画

像を確認しておく。

・数多く撮影した中か

ら、使うものを選択

する。

・iPad

・電子黒板

・AppleTV

・SKYMENU

個人フォルダ

【関心・意欲・態度】

意欲的に準備が整えら

れるか

展

開

・ 自分で写した写真に消失点や

水平線を見つける為の線を書

き込む。（一点透視図法を中心

に行う）

・ グループで線を書きこんだ写

真を見比べ、自分との違いや良

い点など批評しあい、代表を決

める。

・ グループの代表が、電子黒板に

大きく映し発表する。クラス全

体で共有し、違った意見も聞

く。

○ 指導者より二点透視図法の見

本を提示、これについて説明をす

る。

・ 各自撮影した写真

を他の人と見る。

また、そこに書き

加えることができ

る。

・ 自分の説明を全員

に見せることがで

きる。

・iPad

・電子黒板

・AppleTV

・SKYMENU

マーキング

【発想や構想の能力】

写したものの解説に加

え、発展した考えを持

つ。

【鑑賞の能力】

他の人の作品を興味を

持って見て、意見を言

うことができる。



・ 二点透視図法になる写真があ

るか撮影した写真を確認。グル

ープでも確認し該当の写真が

あれば、電子黒板に映す。

○ 指導者より一点の条件にも、二

点の条件にもあてはまらないも

のがある三点透視図法の写真を

提示、これについて説明を聞く。

・ 自分の写真をもとに絵を描く

が、写真に写っていないものを

想像することで、写しとること

だけでなく自分独自の絵にし

ていく。早い人から下絵の構想

へと取り掛かる。

（次の授業につづく）

ま

と

め

○ もとにする写真が決定し、次の

作業（絵にうつしとる）ができ

るかの確認。

○ 写しただけの絵になることが

ないよう創意工夫をこらした

作品にするよう次時の予定を

聞く。

【関心・意欲・態度】

次時に向けて、意欲を

持って準備をする。
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本年度の実践から
◎カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

文書作成

表計算

授業支援システム

インターネット

その他

拡大 比較 振り返る

カメラ・ムービー機能

自己を客観視

何度も繰り返し確認

細かい部分がわかる
気づきを得て
次の学びへ

1年英語：発音練習

電子黒板ではプレゼンテーションソフト
で作成した英語のしくみを説明

タブレットPCで動画撮影し、口元と発音を確認
（インカメラ・ヘッドセット）

1年英語：発音練習

自分の発音を確認することにより、どこに気をつけたら良
いかに気づくことが出来た。

ヘッドセットをし、先生の後に続けて全員で発音

顔全体でなく
口元だけを
撮影

自分以外の声が
気にならない

1年家庭：基礎縫い

電子黒板へタブレットPCの画面を投影し説明

準備：先生の手元を動画撮影し音声消去とタイトル追加。
完成したファイルをタブレットPCへ保存

書画カメラと違い、繰り返し
再生しながら説明できる。
方向も自分の目線と同じ。
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1年家庭：基礎縫い

タブレットPCで必要な箇所
を再生しながら確認した

先生も個別に指導

手元にあることで、見たいと
きに、いつでも確認できる。

全学年体育：ラジオ体操

動画を確認しアドバイス
をもらいながらフォーム
を修正

カメラ機能でペアの
ラジオ体操を動画で撮影

撮影した動画を確認しながら
フォーム修正のアドバイスを
行う。
（2台並べて比較する工夫）

１～３年体育：走り高跳び

グループに1台の
タブレットPCで動画撮影

・見本動画
（学習探険ナビ動画、
先生模範実技動画）
・撮影した動画
2台のタブレットPCで比較

電子黒板で見本の動画を提示
しながらポイントで一時停止し
・コマ送り・マーキングで説明

学習探険ナビは㈱ベネッセコーポレーションの登録商標です。

１年理科：水の中の小さな生き物を調べよう

カメラ機能で顕微鏡の画像を撮影
（工夫：動画で撮影）

電子黒板へタブレットPCの画面を

投影し画像や動画をクラス全体で
共有

１年理科：茎のつくりとはたらき（撮影）

カメラ機能
顕微鏡に近づけて撮影

書画カメラ

先生の手元を電子黒板へ大きく映して
説明

印刷に使用する画像１枚を選出

１年理科：茎のつくりとはたらき（発表）

デジタル教科書を提示

前回撮影した画像を印刷して
ノートへ貼付

電子黒板へ前回撮影し保存し
た写真をタブレットPCから投影
し発表
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◎カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

文書作成

表計算

◎授業支援システム

インターネット

その他

１年理科：物質Ｘを調べよう（実験：理科室）

カメラ機能で実験を撮影

発表することを意識して、相
手が見やすいように撮影す
るようになった。

（撮影のタイミング・大きさ・
アングルなど）

１年理科：物質Ｘを調べよう（実験：理科室）

発表に使用する写真を選び
授業支援システムのマーキング機能で書き込み

グループに1台のタブレットPC
役割分担し協力して作業

撮影した写真に

グループ名や物質
の記号を書き込み

１年理科：物質Ｘを調べよう（発表：普通教室）

グループ毎に画像とワークシートを
電子黒板へ投影し実験結果を確認

ワークシートを
書画カメラで投影

タブレットPCの画面
を電子黒板へ投影

カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

◎プレゼンテーション

文書作成

表計算

授業支援システム

インターネット

その他

２年英語：先生に伝えよう（説明）

・先生が見本のプレゼンテーションを電子黒板に提示し、説明

プレゼンテーションアプリ

・ひながたファイルを使用し、写
真と文章を入力
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２年英語：先生に伝えよう（作成）

辞書やWEBの辞書サイトも参考に英文を作成

プレゼンテーションアプリ

・文字や枠を装飾したり、アニ
メーション効果を追加

２年英語：先生に伝えよう（発表）

グループで発表

・グループ内で発表し、代表を
決める

グループ代表がタブレットの画面を
電子黒板へ投影し発表。

授業支援システムでベストプレゼ
ンテーションを投票で決める。

二人ペアになり、スピーチ練習

全学年国語：読書感想文の本紹介

タブレットPC画面に表示した状態で
全員の紹介文を確認

プレゼンテーションアプリ
・読書感想文の本の紹介を作成
・文字数３０字に制限

・読みたくなった本の紹介文を５
つ選んでコメントを記入
・振り返りで自分の考えも記入

２年家庭：カイロケースの製作

プレゼンテーションアプリ

・写真または動画と説明の文章で工程を説明した
マニュアル

電子黒板で説明

２年家庭：カイロケースの製作

タブレットPC内の手順ファイルを視聴することで、
先の工程へ進めることができた。

必要な時に再生

グループに1台

１年数学：立方体の展開図

図形ランチ「立方体の展開図」を
電子黒板で実行

電子黒板へタブ
レットPCの画面を

投影し展開図を
発表しクラス全体
で共有

考えた展開図を画面コピー
し画像一覧で確認

プレゼンテーションアプリ

・オブジェクトを移動し展開図を
考える

個人→グループで考えた展開
図を共有

図形ランチは㈱ベネッセコーポレーションの登録商標です。
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３年道徳：思いやりの心

・資料はPDFで読ませたい部分を
生徒用タブレットPCへ配布

電子黒板へタブレットPC

の画面を投影し意見を
クラス全体で共有

タブレットPC上のPDF資料を

電子黒板へ投影し注目箇所
をズーム＆マーキング

・感想はプレゼンテーショ
ンアプリで入力

１年道徳：義足をアフガニスタンへ

プレゼンテーションアプリで
考えを入力

電子黒板には
書画カメラより
資料を投影

タブレットPCの画面を

電子黒板へ投影し、
考えを発表

1年国語：物語の創作

発表
電子黒板へタブレットPCの

画面を投影し完成した物
語りを発表

プレゼンテーションアプリ
・画像挿入済のひながた使用
（起承転結すべて同じ画像）
・マスキング機能で必要な部分を残す

１年国語：辞書って何？

タブレットPCの画面を見

せ合い、入力した考えを
グループで共有

【情報モラル】

インターネットで調べたことを
ワークシートへ記入し引用元
を明記

電子黒板へタブレットPC
の画面を投影し考えを
クラス全体で共有

１年国語：現代版いろは歌

プレゼンテーションアプリ

・いろは歌をタイル状の
文字を並べ替えて作成

書画カメラで資料を
投影しマーキング

インターネットで

いろは歌について
調べる

１年国語：昭和中を漢字一字で表すと

電子黒板にタブレットPCの画面を
投影し、操作を説明

一人での活動後、グループ
で交流し代表を選出

プレゼンテーションアプリ
ひながたファイルを開き、入力。

黒板に操作の
キーワードを提示

グループ代表の画面を電子黒板へ
投影し発表。

代表の作品を
グループで見直し！
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カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

◎文書作成

表計算

授業支援システム

インターネット

その他

３年総合：キャリア教育

適職診断アプリ
・適職診断
・職業紹介

文書作成アプリ
ワークシートに入力

電子黒板へタブレット
PCの画面を投影し
入力方法などを説明

３年国語：対話劇

文書作成アプリで台本
を入力

グループ代表が他
のグループの発表
を動画撮影

撮影した動画で他のグループ
の発表を振り返り、評価する。

授業支援システムの
投票機能で
ベストグループを決定

リハーサルでは自分
撮り→内容や声の大
きさ・表情などを修正

カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

文書作成

◎表計算

授業支援システム

インターネット

その他

３年数学：ｙ＝ａｘ２

全体の進捗を電子黒板へ
投影し確認

タブレットPCの画面を電子黒板に投影し、
マーキングしながら説明

表計算アプリ
・ａの値を変更し放物線の変化を確認
・グラフ機能を利用しファイル作成

1年数学：数独

タブレットPCで数字を入力

表計算アプリ

・間違った値が入力された
時に「？」が表示されるよ
うに関数設定
・入力形式を数値に設定
・問題はレベル別に作成
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カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

文書作成

表計算

◎授業支援システム

インターネット

その他

３年総合：修学旅行体験メニュー選択

・２クラス合同で実施。
・集計作業の負担軽減

電子黒板には投票結果を表示 タブレットPCの画面上に
は投票の選択肢を表示

授業支援システムの投票機能
希望の体験メニューを選択肢から選び、人数調整を行った。

２年英語：英語スピーチコンテスト

発表：
事前にタブレットPCで録音した
スピーチを電子黒板で再生

電子黒板に投票結果を
グラフで表示

ワークシートに評価を記入

複数の観点で評価

授業支援システム投票
・評価を元にベストスピーチを投票

動画でなく
音声録音

１年国語：みみをすまして

授業支援システムの提
示機機能を利用して複数
台のタブレットPCの画面
を巡回投影

先生の読み上げる言葉を聴きな
がら、その絵を描く

・授業支援システム
マーキング機能で絵を描く

３年国語：おくのほそ道（発句）

授業支援システム もぞうし
・辞書や教科書も利用して作成

授業支援システム

・提示装置機能で学習機の画面を複数
並べて確認（他の作品を参考にする）

３年国語：おくのほそ道（句会）

授業支援システム 投票
・一番心に残った句に投票

タブレットPCの画面に句を表示し、
グループで代表の句を選出
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3年数学：一筆書き

自作資料を電子黒板に投影。
マーキングし説明

授業支援システム もぞうし
・電子黒板へ代表のタブレットPC

画面を投影しグループの意見をク
ラス全体で共有

授業支援システム マーキング
・一筆書きに挑戦

試行錯誤

他のグループの
意見を参考に！

１年数学：文字式

電子黒板へ発表者の画面を
投影し考えをクラス全体で
共有

授業支援システム マーキング
・問題ファイルの上に書き込み
個人で考える→グループで考える

２年理科：だ液のはたらき（実験の振り返り）

電子ペンで書き込み

前回の授業で行った実験
結果画像に授業支援シス
テムのマーキング機能で
文字貼り付けし、タブレット
から電子黒板へ投影

デジタル教科書で説明

カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

文書作成

表計算

授業支援システム

◎インターネット

その他

全学年国語：デジタル新聞をよんでみよう

デジタル新聞
（授業支援システム上で利用）
・ブラウザのブックマークに登録し、
いつでも閲覧できるようにした。

アナログの新聞とデジタルの新聞を比較

全学年国語：デジタル新聞をよんでみよう

授業支援システム マーキング
・心に残った言葉、筆者の意見にマーキングし見出しを考える

こころに残った言葉、筆者の意見などで、
色を変える、修正もすぐに出来る。

情報を読み解き、短い言葉でまとめる。
色やフォントも工夫し表現する。
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２年国語：調べ方を学ぶ

インターネットで調べたことをワーク
シートへ記入し引用元を明記

【情報モラル】
インターネットで

調べる方法・引用
について説明

３年総合：修学旅行（ルート検索）

WEB上の地図・ルート検索

サイトでグループ行動時の
ルートを検索

タブレットPCから電子黒板へ画
面を投影し操作を説明

２年総合：修学旅行調べ学習・ポスター作成

インターネット
調べたことをまとめてポスター作成、画像は印刷し貼り付け

２年家庭：クロスステッチの図案作成

インターネット

・イラストを検索し大きさを調整
後、画面コピーし保存

タブレットPC全体が映る

ように書画カメラを利用
し電子黒板へ投影

・タブレットPCの画面にイラストを表示し、上から升目の入っ
た用紙をのせてなぞる

２年家庭：クロスステッチの図案作成

紙や切り抜きなどと違い、忘れたり無くすことがない。
なぞり描きできるので、きれいに写せる。
時間短縮につながった。

タブレットPCにのせ

た用紙が動かない
ようにテープで固定
し鉛筆（２Bなど）で
なぞる

画面の明るさ
は最大に設定

カメラ・ムービー

主な機能・アプリ

プレゼンテーション

文書作成

表計算

授業支援システム

インターネット

◎その他
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１年英語：英語カルタ

学習探険ナビ「英語フラッシュ
カード」を電子黒板で実行

一人での活動の後、
二人ペアでの活動

画像一覧へカードの画像
を保存したものを利用

学習探険ナビは㈱ベネッセコーポレーションの登録商標です。

３年技術：抵抗

タブレットPCから電

子黒板へ画面を投
影し操作を説明

抵抗値アプリ
・カラーコードから抵抗値を確認

計算機アプリ

・カラーコードから抵抗値を
計算時に利用

１年地理：地図アプリを使ってみよう

地図サービスアプリ
・指定の場所を検索し表示

ワークシートへ検索結果を記入
・パルテノン神殿（外観図）
・通天閣（上から見た図） など

１年国語：色いろ

カメラ機能で付箋を
貼った教科書を撮影
（付箋を外した後でも
写真で確認できる）

色の名前アプリ

・教科書の画像を開き、気になる箇所に
ポイントを合わせて色の名前を調べる

・調べた色の名前を付箋に記入し、教科
書の同じ場所へ貼る

３年理科：星の動き（北の空）

星座アプリ

・同じ時刻で月毎の特定
の星座の位置を調べる

同じアプリで

・日、月、年の星の動きを、それぞれ
の単元で繰り返し利用

ホワイトボードマーカーで
書き込み

投影モードを停止して
も書き込みが残る

全学年 数学・国語： デジタル小テスト・ドリル

学習探険ナビ
デジタル小テスト・デジタルドリル

・画面に手書きで計算メモなどを
書き込み、キーパッドで答えを入力

先生用タブレットPCの画面を電子
黒板へ投影し確認

（全体の進捗状況・採点結果・回答
パターンなど）

学習探険ナビは㈱ベネッセコーポレーションの登録商標です。



職員室

二階
吹き抜け

一階

多目的室保健室

ピロティ

↑

通用門へ

階段

階段

３－１

少人数
２－１２－２

三階
吹き抜け

階段

３－２
教室Ｃ

四階
吹き抜け

被服室 調理室

音楽室パソコン教室

校舎案内図

エレベータ

エレベータ

エレベータ

エレベータ

少人数
教室Ａ

１－２ １－１

階段階段

階段 階段

階段階段

階段階段

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ
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備
室
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室
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備
室

準
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室
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室
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室

進
路
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校
長
室

事
務
室

サ
ポー

ト
美術教室

教室Ｂ

少人数

ＷＣ

ＷＣ

第一理科室 第二理科室

ＬＬ教室

技術室
図書室

会議室

ＷＣ

業員室
管理作特別支

援学級
給食室


